
ナノレオロジー特集号への投稿募集 

 

複合材料のレオロジーは複雑で奥の深い学問です。一方，近年の計測技術・シミュレーション技術の進展

によって，複合材料の要素レベル，すなわちナノスケールでの粘弾性的性質を議論できるようになりつつ

あります。そこでは表面や界面，ナノ空間に拘束された高分子の振る舞いについて，それがバルクとどう

違っていて，またどう同じであるかを調べることができます。またたとえ単一な高分子材料でも，その内

部ではナノスケール，あるいは階層的なスケールでの不均一性が内在していることが知られています。ナ

ノスケールでは分子は見えませんが，分子とマクロを繋ごうというレオロジーの精神にとって，ナノスケ

ールのレオロジー，ナノレオロジーを実現することは非常に有用なことではないかと考えられます。そこ

で，この特集号では，表面や界面のナノレオロジーについて，最新の成果や将来の可能性を議論したいと

考えております。実験・理論の別を問いません。多数のご投稿を頂けますよう，お願いいたします。 
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